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「ひので」/XRTの観測データを用いた極域X線ジェット
Statistical Study of Polar X-ray jets from Hinode/XRT
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太陽観測衛星「ひので」に搭載された X線望遠鏡 (XRT)の観測から、それまで静穏と思われていた極域にてＸ線ジェッ
トが頻繁に発生していることが明らかになった。この極域 X 線ジェットの特徴は、Savcheva et al. (2007)によりジェット
と太陽風の関係を調べる為、極域コロナホールにて鉛直方向に噴出する X 線ジェット 104イベントを使って、研究が行
われている。しかし、特定の性質を持つ極域 X 線ジェットに対してのみ調べられているため、コロナホールと静穏領域
を含む極域全体で発生する X 線ジェットの特徴や発生領域別の差はわかっていない。我々は、コロナホールと静穏領域
を含む極域および赤道付近の静穏領域の XRT観測データを使って X線ジェットを計 944イベント検出し、その特徴を発
生領域別に調べた。
極域における発生領域を区分するため、Ｘ線強度によりコロナホール境界を定義した。しかし、コロナホール境界は磁

場構造の違いから決まるものであり、X 線強度で区分した領域が磁場構造で区分したコロナホール、静穏領域に対応し
ない可能性がある。そこでコロナホール境界から X 線ジェットまでの最短距離を関数とした発生頻度分布を調べたとこ
ろ、コロナホールでは境界からの距離による発生頻度の依存性は無かったが、静穏領域では境界から 10万 km以上の静
穏領域で発生頻度が急激に低下していた。この結果から極域の静穏領域を、コロナホール境界に近い領域「コロナホー
ル境界付近」と、境界から 10万 kmよりも遠い領域「純極域静穏領域」に区分した。最終的には、X 線ジェットの発生
領域を、極域コロナホール、コロナホール境界付近、純極域静穏領域そして赤道域静穏領域の４つに区分し、それぞれ
の領域で発生した X 線ジェットのパラメータを求めた。
　 X 線ジェットのパラメータを比較した結果、長さ、寿命、速度、幅の範囲・平均値やこれらの値による発生頻度分

布は領域による差は無かった。一方、X線ジェットの平均発生頻度を領域別に比較すると、極域コロナホール及びコロナ
ホール境界付近のほうが純極域静穏領域及び赤道域静穏領域に比べ高頻度で X 線ジェットが発生していることがわかっ
た。また、X 線ジェットの足元フレアの全 X 線強度による発生頻度分布がべき関数的であると仮定すると、分布のべき
指数が極域コロナホールとコロナホール境界付近で-1.8程度、純極域静穏領域と赤道域静穏領域で-1.3程度であった。こ
の結果から、活動領域を省く X 線ジェットの発生領域を、高発生頻度であり足元フレアの X 線強度による発生頻度分布
で急な傾きを持つ領域（極域コロナホールとコロナホール境界付近が対応）と、低発生頻度かつ発生頻度分布で緩やか
の傾きを持つ領域（純極域静穏領域及び赤道域静穏領域に対応）の二つのカテゴリーに分ける事ができた。
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